
要旨：
免疫応答は、無数の抗原特異的T細胞クローンの増減と入れ替わりによっ
て成り立っている。私は移植片対宿主病（GVHD）、がん、感染症を対象に、
T細胞応答をクローンのレベルまで掘り下げて解析してきた。移植免疫で
は、ドナーT細胞による骨髄造血ニッチやリンパ節の障害が移植後免疫不
全をもたらすことを示し、「骨髄GVHD」「リンパ節GVHD」という病態概念を
提唱した。がん免疫では、独自のTCRレパトア解析とシングルセル解析を
統合した基盤により、免疫療法が所属リンパ節から新規クローンを動員す
る現象（clonal spreading）と、増殖するクローンに特徴的な遺伝子発現（増
殖シグネチャー）を見いだした。mRNAワクチン応答では、クローンが入れ
替わりつつ集団の多様性が保たれる機構（clonal replacement）を見いだし
た。現在はこれらを、クローンとそれを支えるニッチを一体とする「clonal 
ecosystem」の概念へ統合しつつある。本セミナーでは、これらの経緯と着
任後の研究構想、免疫学教育への抱負をお話ししたい。

連絡先：生命医科学域長室 入江賢児
kirie@md.tsukuba.ac.jp 

演題： T細胞クローンの動態から免疫応答を

理解し、制御する

－ がん・移植・感染をつなぐclonal ecosystem ―

演者： 上羽 悟史先生

東京理科大学 生命医科学研究所
炎症・免疫難病制御部門 教授

日時： 令和８年１1月5日(木) 18：30～19：40

会場： 臨床講義室 D


	令和８年度�生命医科学域セミナーⅦ

